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〔報告〕 
都市排水の環境影響に関する研究（その３） 

－浅川の水質に及ぼす下水処理水の影響－ 
 

竹内  健  和波 一夫  森岡 浩然*  三島 寿一* 

（*工学院大学工学部） 

 

 

１ はじめに 

高度経済成長期を迎えた1960年代の都内河川は、人

口や産業が集中したことに伴う汚水の増加により水質

汚濁が進行した。しかし、その後の工場や事業場に対

する規制指導や下水道の普及等の各種施策を実施して

きたことにより、1970年代前半以降は全体として着実

に改善されてきた１）。多摩川中流部最大の支川である浅

川においては1965年頃から水質汚濁が進行していたが、

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）は1978年度の13mg/ℓ

（環境基準点：高幡橋）をピークに改善傾向が見られ、

2001年度以降は河川Ｂ類型のＢＯＤ環境基準（3 mg/ℓ）

を達成できるようになった２）。このように水質汚濁の

代表的な指標の一つであるＢＯＤは大きく改善された

が、栄養塩類である窒素やりんについてはＢＯＤのよ

うな顕著な改善傾向は認められない。浅川における現

時点の水質課題を明らかにするとともに、今後の更な

る水質改善策を検討するため、浅川の縦断的な水質調

査を行った。その結果について、報告する。 

 

２ 調査河川の概要 

八王子市の西端に位置する陣馬山を水源とする浅川

は、途中で南浅川や川口川等の支川を合流し日野市の

東端で多摩川に流入する河川延長 30.15km、流域面積

156.1km2 の一級河川である。八王子市と日野市の市街

地中心部を流下しているため河川環境が悪化している

区間もあるが、都内としては比較的良好な自然環境を

残している河川の一つである。流域の下水道普及率が

低かった1980年代までは生活排水の流入による水質汚

濁が顕著であったが、下水道普及率の向上とともに水

質は大きく改善された。浅川流域にある下水処理場は

八王子市北野下水処理場（以下、北野処理場）で、北

野処理場では下水の集水方式別に合流式と分流式の 2

系統の処理施設（以下、それぞれ合流施設と分流施設）

が稼働している。合流施設の下水処理水（以下、処理

水）は浅川本川脇の水路（写真１）に、分流施設の処

理水は山田川（写真２）にそれぞれ放流されるが、水

路及び山田川はその後直ちに浅川本川へと流入する。

なお、浅川では高幡橋を基点に上流は河川Ａ類型に、

下流は河川Ｂ類型にそれぞれ指定されている。 

 

 写真１ 北野処理場・合流施設の放流口 
放流口から約 200m 先で浅川の本川と合流する 

 写真２ 北野処理場・分流施設の放流口 
山田川を経由して約100m先で浅川（写真手前方向）へ合流する
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３ 調査方法 

（１）調査地点及び調査日、回数 

調査地点を図１に示す。また、各地点における調査

日を表１に示す。北野処理場の放流口を基点として浅

川の上流側に 4 地点（St.a～St.d）、下流側に 5 地点

（St.e～St.i）、北野処理場（合流施設）の放流口、山

田川、城山川、南浅川、川口川、湯殿川の合計 15 地点

を調査地点とした。なお、山田川以下の河川について

は、それぞれ浅川に流入する直前の場所を選び調査地

点とした。2006 年 8 月から 2007 年 3 月までの期間に、

各地点それぞれ 2 回から 8 回の調査を行った。 

（２）水質分析 

図１に示した15 地点において、ＢＯＤ、硝化細菌の

作用を抑制した方法によるＢＯＤ（Ｃ－ＢＯＤ）、化学

的酸素要求量（ＣＯＤ）、溶存性有機態炭素量（ＤＯＣ）、

浮遊物質量（ＳＳ）、全窒素（Ｔ－Ｎ）、アンモニア性

窒素（ＮＨ４－Ｎ）、亜硝酸性窒素（ＮＯ２－Ｎ）、硝酸

性窒素（ＮＯ３－Ｎ）、全りん（Ｔ－Ｐ）、りん酸性り

ん（ＰＯ４－Ｐ）、全亜鉛、エストロゲン（ＥＳ）、水

素イオン濃度（ｐＨ）、溶存酸素量（ＤＯ）等の測定を

行った。ＥＳ以外の水質項目については、工場排水試

験方法ＪＩＳ－Ｋ０１０２に従って分析を行った。Ｅ

Ｓは日本エンバイロケミカルズ（株）製のＥＬＩＳＡ 

 

法キットを用いて分析を行い、一部の試料については

ＬＣ－ＭＳ／ＭＳ法でも分析を行った。また、St.d 及

び St.f においては、水質調査方法（昭和 46 年 9 月 30

日環水管第 30 号）３）に従って河川流量の測定を行った。 

 

 

 

8/15
-16

9/13 9/21
10/17
-18

11/1 12/18
1/23
-24

3/6
-7

1 St.a 陵北大橋 ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

2 St.b 中央道・北浅川橋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 St.c 大和田橋 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 St.d 新浅川橋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 St.e 放流水路 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 St.f ＪＲ中央線鉄橋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 St.g 長沼橋 － － － － ○ ○ ○ －

8 St.h 一番橋 － － － － ○ ○ ○ －

9 St.i 高幡橋 ○ － － ○ ○ ○ ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 － － － － ○ ○ ○ ○

12 － － － － － ○ ○ －

13 － － － － － ○ ○ －

14 － － ○ － － ○ ○ －

15 － － － － － ○ ○ －

　川口川

　湯殿川

No. 　地点名

調査日

　北野処理場（合流施設）

　山田川

　城山川

　南浅川

表１ 調査地点名と調査日 

図１ 調査地点 
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４ 結果 

（１）水質の縦断変化 

 St.a から St.i までの区間における浅川の水質縦断

変化を図２－１から図２－９に示す。 

 St.e は水量のほぼ 100％が処理水で占められる水路

にあるため、浅川の水質変化を示す図２の折れ線グラ

フ上には表示しなかった。また、同様の理由により、

処理水が流入する地点前後における水質を比較する際

には、St.e を除外して述べることにする。 

水質汚濁に係る環境基準が設定されている水質項目

のうちＢＯＤ（図２－１）、ＳＳ（図２－４）、ＮＯ３

－Ｎ及びＮＯ２－Ｎ（図２－６のＮＯ２－Ｎ、ＮＯ３－

Ｎ）、全亜鉛（図２－８）、ｐＨ、ＤＯについて、St.e

を除く各地点の測定値と環境基準値を比較した結果、

どの地点においても環境基準を概ね達成していた。基

準を超過した水質項目はＢＯＤのみで、St.d（河川Ａ

類型）では 8 回中 1 回（9 月 21 日：2.8mg/ℓ）、St.f（河

川Ａ類型）では 8 回中 2 回（9 月 21 日：3.1mg/ℓ,3 月

6 日：3.5mg/ℓ）超過した。 

処理水が流入する前の地点（St.a～St.d：以下、流

入前）と流入した後の地点（St.f～St.i：以下、流入

後）のＢＯＤ及びＣ－ＢＯＤ（図２－１）を比較した

結果、流入直後の St.f を除いては流入前後で大きな変

化は認められなかった。一方、流入前と流入後のＣＯ

Ｄ（図２－２）、ＤＯＣ（図２－３）、Ｔ－Ｎ（図２－

５）、Ｔ－Ｐ（図２－７）、ＥＳ作用強度注）（図２－９）

を比較した結果、いずれの水質項目も流入後に濃度が

高くなり、特に流入直後の St.f ではＴ－Ｐが 2.8～8

倍にＥＳ作用強度が 4.9～49 倍にそれぞれ上昇した。

また、流入後の St.f から St.i までの濃度変化を比較

した結果、ＥＳ作用強度は流下に伴って低下する傾向

が認められたが、その他の水質項目については大きな

変化は認められなかった。以上のことから、ＢＯＤや

ＳＳについては通常の下水処理（標準活性汚泥法や砂

ろ過）で除去されるため、浅川の水質に及ぼす処理水

の影響はほとんどないと推測された。しかし、通常の

下水処理では十分に除去することができない生物難分

解性物質や栄養塩類については浅川の水質に及ぼす処 

図２－１ 水質の縦断変化（BOD,C-BOD） 
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図２－２ 水質の縦断変化（COD） 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

st.1 st.2 st.3 st.4 st.5 st.6 st.7 st.8 st.9 処理場山田川

平均

1/23-24

(7)

c d e h if gb 処理場St.
山田川a

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

(5)

(3)

(6) (7)

(2) (2)

(7)

(7)

(7)

(5)濃
度

(
mg

/ℓ
)

COD

(　)内は調査回数

図２－３ 水質の縦断変化（DOC） 
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図２－４ 水質の縦断変化（SS） 
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理水の影響は大きく、特にりんの影響は顕著であると

推測された。また、窒素やりんについては河川自体が

持つ自浄作用でも十分に処理されないため、浅川が後

に流入する多摩川の水質にも大きな影響を与えている

ことが考えられた。 

注）ＥＳ作用強度は、既報４）の比活性値を用いて 17β-エ

ストラジオールとエストロンの測定値から算出した。 

 

（２）処理場からの流入負荷量 

 北野処理場から流入する負荷量と St.f における負 
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荷量の処理水割合を表２に示す。北野処理場からの流

入水量は、調査日に合流施設及び分流施設のそれぞれ

から放流された処理水の一日平均放流水量（八王子市

の報告値）を用いた。St.f の流量及び各水質項目は調

査日の一日 1 回測定の数値を用いたが、この数値をそ

の日の平均的数値とみなして試算した。なお、分流施

設からの処理水は山田川に放流されるが、処理水が流

入する地点より上流では河川水量が極めて少ないため、

ここでは山田川の河川水量を分流施設の放流水量とみ

なして計算をした。 

St.f における河川水量に占める処理水の割合（表２

の流入比率）を試算した結果、10月が20％、1月が28％、

3 月が 27％であった。また、St.f における負荷量に占

める処理水の割合（表２の負荷量比率）を試算した結

果、ＢＯＤが 44～89％、Ｃ－ＢＯＤが 45～56％、ＣＯ

Ｄが 45～76％、Ｔ－Ｎが 31～47％、Ｔ－Ｐが 54～77％、

全亜鉛が 44～141％、ＥＳ作用強度（ＥＬＩＳＡ法）が

46～86％であった。 

 

 

図２－５ 水質の縦断変化（T-N） 

図２－６ 水質の縦断変化（T-N の平均組成）

図２－８ 水質の縦断変化（全亜鉛） 

図２－９ 水質の縦断変化（ES 作用強度） 

図２－７ 水質の縦断変化（T-P） 
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（３）浅川支川からの流入負荷量 

St.b から St.g までの区間に流入する浅川支川（山

田川を除く）及び北野処理場からの流入水量を試算し

た結果を表３に示す。各河川からの流入水量は、1996

年度から2005年度までの各月に報告されている公共用

水域水質測定結果の流量測定値を平均して用いた。ま

た、北野処理場の放流水量は、2006 年度各月に合流施

設及び分流施設から放流された処理水の一日平均放流

水量を用いた。山田川を除いた浅川支川からの合計流

入水量と浅川本川である St.b の河川水量を比較する

と、支川からは本川と同程度かそれ以上の水量が流入

していると推測された。 

St.b から St.g までの区間に流入する浅川支川（山

田川を除く）の負荷量を試算した結果を図３－１から

図３－４に示す。浅川支川からの流入水量は前述した

試算結果の 1 月の試算値（表３の 1 月平均）を用い、

北野処理場からの流入水量は調査日（1 月 23 日）に合

流施設及び分流施設から放流された処理水の一日平均

放流水量の合計を用いた。各地点における水質項目は

調査日（1 月 23 日及び 24 日）の測定値を用いた。浅

川支川の合計負荷量と浅川本川である St.b の負荷量 

 

 

 

 

 

 

 

 

を比較した結果、全ての水質項目において支川の合計

負荷量は本川よりも高く、ＢＯＤで 1.2 倍、Ｃ－ＢＯ

Ｄで 2.1 倍、ＣＯＤで 2.9 倍、Ｔ－Ｎで 2.1 倍、Ｔ－

Ｐで 2.3 倍高くなった。また、各支川からの負荷量に

着目すると、支川の中でも城山川と湯殿川から流入す

る負荷量は相対的に高く、浅川本川に与える影響は大

きいと推測された。 

 

５ おわりに 

 浅川における縦断的な水質調査を行った結果、浅川

の水質に及ぼす処理水の影響は水質項目によって異な

り、通常の下水処理で除去されるＢＯＤやＳＳについ

ては影響が小さいが、除去されない生物難分解物質や 

濃度
（合①）

流量
（合②）

負荷量
（合③）

濃度
（分①）

流量
（分②）

負荷量
（分③）

濃度
（ｆ①）

流量
（ｆ②）

負荷量
（ｆ③）

流入比率
（％）

負荷量比率
（％）

10月 2.1 48,000 101 3.7 25,000 93 0.7 360,000 252 20 77
1月 3.8 37,000 141 6.6 21,000 139 1.5 210,000 315 28 89
3月 3.9 32,000 125 9.0 19,000 171 3.5 190,000 665 27 44
10月 1.2 48,000 58 2.2 25,000 55 0.7 360,000 252 20 45
1月 2.0 37,000 74 2.6 21,000 55 1.1 210,000 231 28 56
3月 2.5 32,000 80 4.4 19,000 84 1.9 190,000 361 27 45
10月 5.7 48,000 274 6.9 25,000 173 2.3 360,000 828 20 54
1月 7.2 37,000 266 8.6 21,000 181 2.8 210,000 588 28 76
3月 8.9 32,000 285 11.8 19,000 224 5.9 190,000 1,121 27 45
10月 5.8 48,000 276 7.4 25,000 185 4.2 360,000 1,512 20 31
1月 8.3 37,000 306 8.7 21,000 183 5.0 210,000 1,050 28 47
3月 8.5 32,000 273 7.8 19,000 148 5.8 190,000 1,102 27 38
10月 0.7 48,000 33 0.9 25,000 22 0.2 360,000 72 20 75
1月 0.9 37,000 31 1.6 21,000 33 0.4 210,000 84 28 77
3月 0.3 32,000 9 1.7 19,000 32 0.4 190,000 76 27 54
10月 20.0 48,000 960 18.2 25,000 455 8.9 360,000 3,204 20 44
1月 30.1 37,000 1,114 18.8 21,000 395 5.1 210,000 1,071 28 141
3月 35.1 32,000 1,123 18.6 19,000 353 10.6 190,000 2,014 27 73
10月 14.1 48,000 677 13.9 25,000 348 3.9 360,000 1,404 20 73
1月 13.9 37,000 514 12.7 21,000 267 4.3 210,000 903 28 86
3月 11.9 32,000 381 21.5 19,000 409 9.0 190,000 1,710 27 46
1月 0.6 37,000 22 0.3 21,000 6 0.2 210,000 42 28 68
3月 1.2 32,000 38 12.6 19,000 239 1.3 190,000 247 27 112

＊分流施設10月の濃度は11月1日の測定値を使用  ＊分流施設の流量は山田川の流量も含む

＊濃度：BOD,C-BOD,COD,T-N,T-P ＝ mg/ℓ、ES作用強度 = ng/ℓ、全亜鉛 = μg/ℓ　　　　　＊流量：m
3
/日

＊負荷量：BOD,C-BOD,COD,T-N,T-P ＝ kg/日、ES作用強度 = mg/日、全亜鉛 = g/日　　　 ＊負荷量③＝濃度①×流量②/1000

＊St.fにおける処理水の流入比率＝(合②+分②)×100/f② ＊St.fにおける処理水の負荷量比率＝(合③+分③)×100/f③

ES作用強度
(LC-MS/MS)

C-BOD

項目
合流施設

分流施設
（山田川を含む）

BOD

全亜鉛

St.fにおける
処理水の割合

COD

T-N

T-P

ES作用強度
(ELISA)

St.f

 

表２ 北野処理場からの負荷量と St.f における負荷量の処理水割合 

平均

（m
3
/日）

1月平均

（m
3
/日）

最大

（m
3
/日）

最小

（m
3
/日）

St.b 130,000 55,000 230,000 55,000

城山川 36,000 23,000 58,000 23,000

南浅川 52,000 16,000 110,000 16,000

川口川 38,000 21,000 62,000 21,000

湯殿川 40,000 42,000 75,000 22,000

支川合計 170,000 100,000 310,000 82,000

北野処理場
（合流施設＋分流施設）

68,000 66,000 94,000 53,000

 

表３ 浅川支川及び処理場からの流入水量 
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栄養塩については影響が大きいことが分かった。また、 

浅川における環境負荷量は処理場からの負荷量が最も

大きいが、水質項目によっては城山川等の支川からの

負荷量も比較的大きいと推測された。 
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